
なまえ ひづけ がつ にち

1 ことばをえらんで書こう。

心臓は、ちぢんだりゆるんだりして を全身に送り出している。

この心臓の動きを といい、手首などで感じる血管の動きを

という。

ことば 血液 ・ 空気 ・ はく動 ・ 脈はく ・ 呼吸

2 答えをえらぼう。

1 肺から心臓にもどる血液に多くふくまれる気体

酸素 二酸化炭素

2 全身から心臓にもどる血液に多くふくまれる気体

酸素 二酸化炭素

3 正しいものに○、まちがっているものに×を書こう。

1 血液は、血管を通って全身をめぐっている。

2 心臓のはく動の数と、脈はくの数は、ほぼ同じである。

3 運動をすると、はく動の数は少なくなる。

ヒント

肺で取り入れるものと、全身で使われて出るものを

思い出そう。

できたら
はなまる いきもの ・ つぎは 「体の中の臓器」

こたえは ここ
つぎの 1まいも
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